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「目手久立
たち

踊
おどり

（八月踊り）」が、
鹿児島県無形民俗文化財に指定されました。
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　春の澄み渡る青空の中，平成 27
年 4 月 6 日（月 9 に，町内小・中学
校で入学式が執り行われました。町
内小学校全体で 75 名，中学校で 63
名の入学生は，それぞれ真新しい制
服に身を包み，緊張した面持ちで先
生の呼びかけに大きく返事をしてい
ました。また，式では，新任教職員
の紹介があり，入学生と同じく，先
生方も緊張した様子であいさつをさ
れていました。
　これから新しい環境で先生や友人
と出会い，多くのことを学ぶことと
思います。
　学業のほかにも，スポーツ少年団・
部活動など，たのしい学校生活を
送ってほしいと思います。

　伊仙町内 3 つの中学校と 7 つの小学校で
卒業式が挙行されました。
　3 月 12 日に行われた中学校の卒業式では，
総勢 56 名が，3 月 24 日の小学校卒業式では，
総勢 65 名がご卒業されました。
　卒業生・在校生によるお別れの言葉では，
在学中の思い出を語り合い，お互いに新しい
学校生活へ向けての抱負を語り合いました。
卒業式最後には，全員で校歌を斉唱し，卒業
生は学校生活最後の校歌を精一杯歌ったあ
と，学び舎に別れを告げました。

伊仙町小学校・中学校卒業式

町内小学校・中学校入学式
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　3 月 26 日（木）町内 5 ヶ所の保育所合同で，
平成 26 年度へき地保育所合同卒園式が行われま
した。26 名の園児の皆さんが卒園されました。幼
稚園に入園しても元気よく頑張って健康でたくま
しく成長していってほしいと願います。
　平成 27 年 4 月 3 日（金）に中央公民館 2 階大ホー
ルにおきまして，平成 27 年度伊仙町立へき地保
育所合同入園式が行われました。
　54 名の園児の皆さんが真新しい服装に袖をと
おして，可愛さいっぱいで夢と希望に満ち満ちて
入園されました。各保育士の紹介後に，園児点呼
で，新園児たちは，自分の名前が呼ばれると大き
な声で返事をかえしていました。お祝いの言葉の
あと，みんなで歌を歌って場が和み，保育士の先
生が，童話を披露してくれました。
　最後に，保育所ごとに記念撮影を行いました。
これからの伊仙町を担っていく子供たちが輝いて

見え，頼もしく
映りました。こ
の 子 供 た ち の
未来に幸あれと
エールを送りま
す。

へき地保育所合同・卒園式・入園式開催

保育士による読み聞かせ
（童話　じゃんけんぽん）

へき地保育所合同卒園式

へき地保育所合同入園式

卒業証書授与式

お別れのことば

おゆうぎ

エプロンシアター（大きなかぶ）
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　4 月 7 日（火），午後 1 時半から第 48 回戦艦大和
を旗艦とする特攻艦隊戦没将士慰霊祭が犬田布岬で
しめやかに行われ，御遺族をはじめ御来賓・徳之島
3 町代表者・町関係者ら約 160 名が参列いたしまし
た。
　式に先立って，海上自衛隊鹿屋航空基地より哨戒
機 P ‐ 3C による慰霊飛行が行われたのち，西犬田
布婦人会による鎮魂の舞（ああ犬田布岬）で慰霊祭
が始まり，隊友会長　正　友哉さんによる祭文奏上，
遺族会代表　月本　陽藏さんによる遺族代表あいさ
つ，大久保町長による慰霊のことば，（公財）特攻隊
戦没者慰霊顕彰会　藤田　幸生さんによる参列者あ
いさつが述べられました。
 戦艦大和が沈没したとされる時刻に合せ 14 時 23
分，参列者全員による黙祷が奉げられ 3，728 柱の
御霊の冥福をお祈りいたしました。
　また，今回は平成 26 年度犬田布岬公園観光地連
携整備事業により整備された犬田布岬公園休憩所の
完成セレモニーも開催されました。今後は，多くの
皆様にご活用いただき，戦艦大和を旗艦とする特攻
艦隊から平和の尊さを学んでいただけたらと思いま
す。
　最後に，多くの尊い人命のおかげで現在の日本の
平和があります。
　これからも，私たちは恒久平和を願い，戦争の悲
惨さを後世に伝えるためにも，戦艦大和を旗艦とす
る特攻艦隊戦没将士慰霊祭を今後も続けてまいりま
す。

　3 月 28 日（土），サンファミリー友の会（視
覚障害者とその家族の会）親睦会が行われまし
た。当初，犬田布岬までのウォーキングを予定
したのですが，あいにくの雨で，急きょ西犬田
布生活館で，島口クイズやカラオケなどのレク
レーション大会を行い親睦を深めました。
　同会は，1. 社会参加へのステップ　2. 情報交
換，親睦交流　3. 健康であることへの感謝，楽
しむことの共有　4. 新しい旅立ちをする仲間の
激励をモットーに 2 ヵ月に 1 回パソコンの勉強
会やこのような交流会を行い，お互いの親睦を
深めております。

慰霊飛行を行う哨戒機P‐3C

犬田布岬公園休憩所

第 48 回戦艦大和を旗艦とする
特攻艦隊戦没将士慰霊祭

サンファミリー友の会親睦会
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　平成 27 年 4 月 1 日付けで木之香集落の安田千鶴子さんが，行政
相談委員 ( 総務大臣委嘱 ) に委嘱されました。
　行政相談委員は，皆さんの身近な相談相手として，国などの役所
の仕事や行政サービス，手続きに関する相談を受け付け，相談者へ
の助言や関係行政機関に対する回線の申し入れなどを行っていま
す。行政相談員が国の行政など役所の仕事について，自宅や電話で
も相談に応じています。
　この度，行政相談週間行事の一環として，下記のとおり行政相談
所を開設しますので，お気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

巡回行政相談所
日　　　時 場　　　所

平成 27 年 5 月 14 日 ( 木 )
午前 9 時 ~ 午後 12 時 中央公民館 1 階研修室
午後 1 時 30 分 ~ 午後 4 時 30 分 伊仙町コミュニティーセンター

( 東公民館 )
行政相談委員　安田　千鶴子

お問い合わせ : 伊仙町役場　総務課　TEL:86-3111

巡回行政相談のお知らせ

　多機能型事業所ひまわりの家（伊仙町伊
仙）では，日本財団より，車いす対応車

「日産キャラバン（車いす 4 名）」を，平
成 26 年度日本財団助成事業を受けて導入
しました。
　ここに事業完了のご報告をいたします。
　今後，当施設ご利用者の方々へのさらな
るサービス向上に努めますので，応援の程
よろしくお願いいたします。

社会福祉法人　南恵会
ひまわりの家

車いす対応車 日産キャラバン導入

奄美海上保安部からのお知らせ

お問い合わせ先：奄美海上保安部0997-52-5811

安全推進等活動重点期間
ＧＷ期間４月２９日（水）～５月６日（水）
夏季期間７月１日（水）～８月３１日（月）

これから
マリンレジャーが盛んになる季節で

す。海にお出かけの際には「命を守る 3 つの
基本」を守って安全にマリンレジャーを楽

しみましょう !
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そ
れ
で
は
、
本
定
例
会
に
お
い
て
ご
審
議
い
た
だ

き
ま
す
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
平
成
27

年
度
の
町
政
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
町
は
、
昭
和
37
年
の
町
制
施
行
以
来
、
こ
れ
ま

で
、
第
１
次
、
第
２
次
、
第
３
次
、
さ
ら
に
第
４
次

伊
仙
町
総
合
計
画(

平
成
17
年
度
～
平
成
26
年
度)

に
基
づ
き
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
に
計
画
期
間
が
終
了
す
る

に
あ
た
り
、
平
成
27
年
度
～
平
成
36
年
度
ま
で
10
年

間
の
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
第
５
次
伊
仙
町
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
に
伴
う
全
国
的
な
社
会
問
題
に
よ
り
大

き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
近
年
、
国
の
重
点
施
策

と
な
っ
た
地
方
創
生
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
策
を
講
じ
、
課
題
解
決
に
即
対
応
で
き
る
能
力
が

自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、「
雇
用
・
定
住
・

所
得
増
に
挑
戦
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
伊
仙(

ま
ち)

」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
さ
ら
に
、
町
の
将
来

像
で
あ
る
「
保
健
医
療
・
福
祉
が
充
実
し
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
農

業
の
振
興
を
中
心
に
産
業
が
立
ち
上
が
る
ま
ち
」「
世

界
自
然
遺
産
・
定
住
促
進
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口

を
増
や
す
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
町
政
全
般

に
わ
た
る
施
策
を
実
行
し
て
い
く
た
め
の
第
５
次
伊

仙
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
町
委
嘱
の

委
員
15
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
町
の
将
来

等
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
討
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
」
と
い
う

理
念
か
ら
、町
民
の
皆
様
や
各
種
団
体・集
落
の
方
々

か
ら
の
意
見
募
集
、
ま
た
、
郷
友
会
並
び
に
町
内
赴

任
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
本
計
画
策

定
の
参
考
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
を
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
町
民
総
参
加
型
の
町
政

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
政
府
は
昨
年
12
月
に
、
日
本
の
人
口
の
現

状
と
将
来
の
姿
を
示
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向
を
提
示
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今

後
５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
示
し

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
世
界
に
類
を
見

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
の
原
因
を
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
一
極

集
中
と
し
て
お
り
、
結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
や
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
移

転
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
地
方
創
生
を
国
と
地
方
が
一
体
と
な
り
、
中

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
全
自
治
体

に
対
し
て
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
地
方
版
総

合
戦
略
」の
策
定
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
み
が
、

全
国
１
，
７
８
８
の
自
治
体
に
お
い
て
一
斉
に
動
き

出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
伊
仙
町
に
お
い
て
も
、
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
・
主
幹
産
業
の

農
業
力
強
化
を
進
め
、
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ

を
つ
く
り
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。
公
立
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
関
す
る
基
準
を
、
文
部
科
学
省
が
約
60

年
ぶ
り
に
見
直
し
、
学
校
を
な
く
す
こ
と
が
人
口
流

失
に
拍
車
を
か
け
、
地
域
の
衰
退
を
招
く
よ
う
な
事

態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
校
存
続
の
選
択
も

尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
記
さ
れ
て
お
り
、
時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と

と
も
に
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、長
寿
と
子
宝
の
双
方
が
、

相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
町
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
年
々
増
え
続
け
る
公

債
費
で
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、「
中

長
期
財
政
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
民
ニ
ー
ズ
や
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
等
を
見
極
め
、
事
業
を
必
要
性
、

効
果
、
優
先
度
の
観
点
か
ら
厳
選
し
、
重
点
的
な
投

資
を
行
う
な
ど
時
代
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
目
標
を

明
確
に
し
、
将
来
的
に
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確

立
を
推
進
し
ま
す
。

以
上
の
事
を
踏
ま
え
、
主
要
施
策
を
述
べ
て
参
り
ま

す
。

１
．「
保
健
医
療
・
福
祉
が
充
実
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

　
我
が
国
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
問
題
な

ど
喫
緊
す
る
課
題
が
山
積
す
る
中
、
平
成
26
年
４
月

発
表
の
全
国
市
町
村
合
計
特
殊
出
生
率
に
よ
り
、
本

町
は
２
．
８
１
と
群
を
抜
い
て
高
い
出
生
率
を
実
現

し
、
全
国
１
位
の
子
宝
の
ま
ち
と
し
て
国
を
始
め
対

外
的
に
注
目
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

●
子
宝
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
町
で
は
、「
子
ど
ぅ
宝
」
と
い
う
精
神
文
化
が

根
付
い
て
お
り
、
親
・
家
族
・
親
戚
・
地
域
一
体
が

子
育
て
を
応
援
す
る
基
盤
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
風
習
を
今
後
も
引
き
継
い
で
い
き
、
更
に
子
育

て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
妊
娠
期
支
援
に
つ
い
て
は
）

　
妊
娠
期
支
援
に
お
い
て
は
、
妊
婦
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
の
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

母
子
栄
養
食
品
（
牛
乳
券
）
支
給
の
機
会
を
利
用
し
、

必
要
に
応
じ
た
個
別
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
す
べ
て

の
妊
婦
が
安
心
・
安
全
に
出
産
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
子
育
て
に
つ
い
て
は
）

　
出
産
時
の
祝
福
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し

て
「
子
育
て
支
援
金
」
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
等
の
利
用

促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
る
、「
子
ど
も・子
育
て
支
援
法
」に
基
づ
き
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
共
に
基

本
理
念
に
従
い
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
環
境
づ

く
り
に
邁
進
し
、
地
域
社
会
の
中
で
一
人
一
人
の
子

ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
社
会
を
造
り

出
し
て
行
く
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

（
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
）

　
子
供
た
ち
に
確
か
な
学
力
を
つ
け
さ
せ
、
そ
し
て

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
徳
之
島
・
伊
仙
町
を
誇
り
、

島
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
島

の
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
育
て
よ
う
と
す
る
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、本
町
の
目
指
す
教
育
と
し
て
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
基
本
と
し
、
知
識
を
一
方
的
に
教
え
込
む

こ
と
で
あ
っ
た
教
育
か
ら
、
子
供
た
ち
が
、
自
ら
学

び
自
ら
考
え
る
教
育
へ
の
転
換
を
目
指
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
を

展
開
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
い
体
を
育
ん

で
い
く
、こ
ど
も
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
幼
稚
園
及
び
各
学
校
に
お
い
て
は
、
基
礎
・
基
本

の
定
着
に
向
け
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
徹
底
及
び
教

員
の
指
導
力
向
上
に
よ
り
学
力
向
上
を
図
る
と
共

に
、
特
別
支
援
教
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
伊
仙
町
学

力
向
上
推
進
協
議
会
及
び
東
部
・
中
部
・
西
部
地
区

幼
小
中
連
携
部
会
研
修
会
に
お
い
て
、
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学

力
向
上
・
生
活
指
導
・
健
康
の
保
持
増
進
等
の
課
題

に
つ
い
て
研
究
協
議
し
、
得
ら
れ
た
成
果
を
日
々
の

教
育
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
生
き
る

力
を
支
え
る
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な

体
の
育
成
等
を
目
指
し
、
月
１
回
程
度
、
原
則
第
２

土
曜
日
に
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
各
学
校
で
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
お
い
て
「
島

唄
・
島
口
・
美
ら
島
運
動
」
を
重
点
的
に
実
施
し
、

郷
土
の
歴
史
・
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
さ
せ
、
郷
土

意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
校
区
住
民
等
を

講
師
に
迎
え
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
じ
ゃ
が
い
も
の
栽

培
・
黒
糖
作
り
等
の
体
験
活
動
に
よ
っ
て
、
土
に
触

れ
自
ら
生
産
す
る
喜
び
と
先
人
に
学
ぶ
姿
勢
を
体
得

さ
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
故
郷
に

自
信
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
と
共
に
、
自
ら

気
づ
き
・
考
え
実
行
す
る
、「
生
き
る
力
」
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　

近
年
、
心
の
教
育
を
中
心
と
し
た
生
徒
指
導
が
、

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
の
早

期
発
見
、
解
消
の
た
め
に
、
各
学
校
の
生
徒
指
導
体

制
を
充
実
さ
せ
、
教
職
員
一
人
一
人
の
生
徒
指
導
力

を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
本
年
度
も
「
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
」
や
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
」
を
定
期
的
に
配
置
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
一

人
一
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
招
致
外
国
青
年
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
の
活
用
に
よ
り
、
各
小
学
校
の
５・
６
年
生

を
中
心
に
楽
し
み
な
が
ら
英
語
に
親
し
む
授
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
英
語
科
に
お
け
る

授
業
に
つ
い
て
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生

徒
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
学
校

評
議
員
制
度
と
11
月
に
実
施
す
る
「
学
校
を
見
に
行

こ
う
週
間
」
を
基
軸
に
、
老
若
男
女
が
交
流
の
場
と

し
て
集
え
る
地
域
に
根
差
し
た
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
子
ど
も
議
会
に
お
い
て
は
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
視
点
か
ら
見
た
環
境
問
題

や
観
光
振
興
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
活
発
な
提
言
が

な
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意
見
を
踏
ま
え
行

政
に
も
積
極
的
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
に
お
き
ま
し
て
は
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
今
年
度
も
、
預
か
り
保
育
を
実
施
し
、

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち
が
安
全

に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
、
教
職
員

の
町
内
居
住
を
推
進
す
る
た
め
教
員
住
宅
整
備
に
努

め
、
教
職
員
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

（
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
）

　
食
品
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
安
全
管
理
を
徹

底
し
、
健
全
運
営
に
向
け
衛
生
管
理
・
栄
養
管
理
を

よ
り
一
層
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に

資
す
る
た
め
次
の
目
標
達
成
に
努
め
ま
す
。

○
日
常
の
食
事
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
を
深
め
望

ま
し
い
食
習
慣
を
養
う
こ
と
。

○
各
地
域
の
優
れ
た
伝
統
的
な
食
文
化
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
活
用
す
る
こ
と
。

　
地
元
徳
之
島
の
野
菜
は
、
子
供
た
ち
の
成
長
過
程

に
お
い
て
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の

含
有
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
良
質
な
食
材

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（
社
会
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
）

　
「
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人
づ

く
り
、
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
て
人
間
性
豊
か
で

た
く
ま
し
く
生
き
る
町
民
の
育
成
と
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
指
す
と
と
も
に
地
域
の
連
帯

性
の
醸
成
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
。」
平
成

27
年
度
、
鹿
児
島
県
で
初
め
て
「
国
民
文
化
祭
・
か

ご
し
ま
２
０
１
５
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
で

は
闘
牛
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
と
く
の
し
ま
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
徳
之
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
闘
牛
文
化
に

焦
点
を
当
て
、闘
牛
文
化
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
や
、

有
識
者
と
地
元
の
闘
牛
文
化
に
携
わ
る
方
々
と
の
パ

ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
文
化
財
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
指
定
の
史
跡

の
徳
之
島
カ
ム
ィ
ヤ
キ
陶
器
窯
跡
保
存
管
理
計
画
策

定
後
に
史
跡
整
備
を
行
い
、文
化
財
の
詳
細
な
調
査
、

記
録
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
貴
重
な
宝
と

し
て
文
化
財
に
位
置
付
け
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

面
縄
貝
塚
も
国
指
定
史
跡
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
町
が
策
定
を
予
定
し
て
い
る

歴
史
文
化
構
想
と
も
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
反
映
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
承
文
化
で
あ
り
ま

す
、
目
手
久
地
区
の
八
月
踊
り
に
つ
き
ま
し
て
も
、

現
在
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
第
13
回
大
島
地

区
ふ
れ
あ
い
読
書
フ
ェ
ス
タ
」
が
本
町
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
本
年
度
よ
り
図
書
室
の
開
館
時
間
を
延

長
し
町
民
が
利
用
し
や
す
い
方
向
に
し
て
い
き
ま

す
。

　
社
会
体
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
56
回
大
島

地
区
大
会
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
）
が
本
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
留
学
に
つ
い
て
は
）

　
少
子
化
の
進
む
本
町
で
、
現
在
町
外
に
子
や
孫
が

い
る
世
帯
に
、
町
内
の
祖
父
母
や
親
類
の
家
か
ら
小

中
高
等
学
校
に
通
わ
せ
、
自
然
環
境
の
中
で
学
び
、

地
域
に
根
ざ
し
た
体
験
活
動
を
と
お
し
て
心
豊
か
な

児
童
生
徒
の
育
成
を
図
る
た
め
、
伊
仙
町
ふ
る
さ
と

留
学
を
実
施
し
、
町
の
活
性
化
と
教
育
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

●
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　
保
健
医
療
・
福
祉
事
業
は
、
平
成
26
年
度
に
策
定

し
た
伊
仙
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
確
保
の
た
め
に

健
全
に
運
営
し
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
を
進

め
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
の
超
高
齢
社
会
を
特
徴
づ
け
る
最
大
の
現

象
は
高
齢
者
、
中
で
も
75
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
「
後

期
高
齢
者
」
が
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
内
閣
府
に
よ
る
平
成
25
年
度
高
齢
社
会
白
書
に

よ
れ
ば
、
平
成
24
年
度
で
の
65
歳
以
上
人
口
は
３
，

０
７
９
万
人
、総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
２
４
．１
％

と
な
っ
て
お
り
、
伊
仙
町
は
３
３
．
５
％
と
高
い
数

値
で
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に

　

本
日
、
伊
仙
町
議
会
平
成
27
年
３
月
定
例
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様

に
は
ご
参
会
を
賜
り
、
平
成
27
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
当
面
す
る
町
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
審
議
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度 

伊
仙
町
施
政
方
針



広　報　い　せ　ん 平成27年5月（316）（7）

（
国
民
健
康
保
険
制
度
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
に
つ
い
て
は
）

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
高
度
医
療
の
進
展
に
よ
る

医
療
費
の
高
額
化
に
よ
り
、
財
政
運
営
は
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
後

発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
の
普
及
促
進

や
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
医
療
費
の

抑
制
を
推
進
し
ま
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
、
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
よ
る
疾
病
予
防
や
生

活
習
慣
病
予
防
及
び
健
康
増
進
を
図
る
各
種
保
健
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
健
診
未
受
診
者
へ
の
受
診

勧
奨
を
引
き
続
き
行
い
、
医
療
費
適
正
化
に
努
め
ま

す
。

（
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
）

　

社
会
保
障
制
度
に
関
連
し
て
、「
高
齢
者
の
介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
定
着
し

て
き
ま
し
た
が
、
介
護
認
定
者
や
介
護
給
付
費
は

年
々
増
大
し
、
様
々
な
課
題
が
顕
著
化
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年

４
月
よ
り
新
た
な
制
度
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
予
防
給
付
の
地
域
支
援
事
業
へ
の

移
行
に
お
け
る
新
た
な
総
合
事
業
の
給
付
管
理
業
務

は
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
業
務
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
制
度
改
正
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
27
年
度
～
平
成
29
年
度
）」
を
策
定
し
、
そ
の

中
で
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
第
５
期
介
護
保
険
事

業
（
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
）
で
は
、
標
準
基

準
額
が
５
，
８
０
０
円
で
し
た
が
、
第
６
期
介
護
保

険
事
業
で
は
６
，
２
０
０
円
と
な
り
介
護
保
険
の
事

業
運
営
に
つ
い
て
は
保
険
料
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
で
あ
り
町
民
の
皆
様
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予

防
事
業
な
ど
で
給
付
費
の
抑
制
を
進
め
て
い
る
所
で

も
あ
り
ま
す
。

　

制
度
改
正
に
よ
り
第
６
期
介
護
保
険
事
業
で
は
、

保
険
料
率
の
多
段
階
化
（
６
段
階
か
ら
９
段
階
）
や

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
な
ど
設
け
て
い
き
ま

す
。

　
高
齢
者
が
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
医
療
・

介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す

る
た
め
、
①
在
宅
で
の
医
療
と
介
護
の
連
携
、
②
生

活
支
援
・
介
護
予
防
の
基
盤
整
備
、
③
認
知
症
施
策

の
推
進
、
④
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
要
支
援
者
へ
の

支
援
の
見
直
し
、
⑤
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
等
に
力
を

入
れ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
）

　
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
及
び
改
正
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
生
活
保

護
受
給
者
支
援
策
等
と
の
連
携
の
下
、
生
活
困
窮
者

の
自
立
を
よ
り
一
層
促
進
し
ま
す
。

　
低
所
得
者
に
対
し
、
消
費
税
引
き
上
げ
（
５
％
→

８
％
）
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
簡
素
な
給

付
措
置
（
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
）
を
引
き
続
き

行
う
こ
と
と
し
、
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
対
策
推
進
事
業
で
は
、
相
談
支
援
・

早
期
の
把
握
に
む
け
た
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
や
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
派
遣
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
り
添
い
型
相
談
支
援
事
業
と
し
て
、
生

き
に
く
さ
や
暮
ら
し
に
く
さ
を
抱
え
る
人
が
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
相
談
が
で
き
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
機

関
の
紹
介
や
同
行
支
援
な
ど
の
寄
り
添
い
支
援
を
推

進
し
ま
す
。

２
．「
農
業
の
振
興
を
中
心
に
産
業
が
立
ち
上
が
る

ま
ち
」

　
全
国
規
模
で
、
戦
後
１
，
６
０
０
万
人
を
超
え
て

い
た
農
業
人
口
は
現
在
２
０
０
万
人
で
す
。
こ
の
70

年
間
で
８
分
の
１
に
ま
で
減
り
、
農
家
の
平
均
年
齢

は
66
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
伊
仙
町
で
も
、
総
農
家
数
は
平
成
12
年
か
ら
の
10

年
間
で
約
30
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
従

事
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
65
歳
以
上
の
割
合
が

６
０
．
２
％
と
な
っ
て
お
り
、
農
家
の
高
齢
化
が
顕

著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の
農
政
改
革
も
待
っ
た

な
し
の
状
況
で
す
。

　
農
業
は
、
土
地
か
ら
農
畜
産
物
を
産
み
出
す
だ
け

で
な
く
、
生
き
物
の
住
処
と
な
る
機
能
、
癒
し
や
安

ら
ぎ
を
も
た
ら
す
機
能
な
ど
多
面
性
を
持
っ
て
お

り
、
私
た
ち
の
美
し
い
故
郷
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
農
業
を
守
り
育
て
る
と
共
に
、
強
い
農
業
を
構

築
し
、
農
業
生
産
額
の
向
上
、
農
家
の
所
得
増
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
中
で
、
本
町
で
は
平
成
26
年
度
に
、「
農

家
の
所
得
向
上
」
や
「
夢
の
持
て
る
豊
か
な
農
業
生

産
」
を
目
的
に
、
平
成
27
年
度
～
平
成
31
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
「
伊
仙
町
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
本
計
画
に
お
い
て
は
、「
強
く
、
高
付

加
価
値
の
あ
る
伊
仙
町
農
業
の
構
築
」
を
図
る
こ
と

を
基
本
理
念
に
、「
人
づ
く
り
」「
環
境
づ
く
り
」「
情

報・技
術
の
向
上
」を
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
謳
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
振
興
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、
各

種
の
施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
、
農
業
生
産
額
50
億

円
の
達
成
並
び
に
農
家
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、「
農

業
振
興
戦
略
会
議(

仮
称)

」
を
設
置
し
、
本
町
の

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
戦
略
的
に
議
論
し
ま
す
。
会

議
で
は
、
農
家
の
思
い
を
汲
み
取
る
、
関
係
諸
機
関・

団
体
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
新
規
品
目
を

選
定
・
奨
励
す
る
な
ど
、
本
町
農
業
の
あ
り
方
を
抜

本
的
・
多
面
的
に
検
討
し
ま
す
。

●
担
い
手
対
策

　
地
域
に
お
け
る
持
続
的
な
農
業
を
確
実
に
行
う
た

め
に
は
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
将
来
の
伊
仙
町

農
業
を
担
う
新
規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
が
極
め
て

重
要
で
す
。
加
え
て
、
土
地
利
用
促
進
、
施
設
の
充

実
、
情
報
及
び
農
業
技
術
の
向
上
も
非
常
に
重
要
な

課
題
で
す
。

　
今
後
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
策
定
し
た
各
地
区

に
お
け
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
適
宜
見

直
し
を
進
め
、「
農
地
中
間
管
理
制
度
」
を
有
効
に

活
用
し
て
、
中
核
農
家
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
に
お
け
る
農
業
の
担
い
手
に
関
わ

る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
話
し
合
い
活
動
や
「
青
年
就
農

給
付
金
」
の
事
業
説
明
を
重
ね
る
な
ど
、
新
規
就
農

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
」、「
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
」
及
び
「
担
い
手
女
性
グ
ル
ー
プ
ふ
ぁ
ー
み

ん
ぐ
」
な
ど
の
組
織
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
、

役
員
会
で
の
話
し
合
い
や
メ
ン
バ
ー
間
の
意
見
交
換

や
他
地
域
の
仲
間
と
の
交
流
を
進
め
る
と
と
も
に
、

土
作
り
・
技
術
向
上
・
情
報
共
有
な
ど
に
対
す
る
研

修
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
組
織
作
り
に
繋

げ
て
行
き
ま
す
。

●
農
地
対
策

　
営
農
計
画
と
土
地
の
貸
し
借
り
に
関
す
る
意
向
を

調
べ
る
た
め
の
農
家
全
戸
調
査
を
「
機
構
集
積
新
事

業
」
を
用
い
て
実
施
し
、
今
後
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
見
直
し
や
町
農
業
振
興
計
画
推
進
に
資
す
る
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
に
関
し
て

は
、農
地
の
出
し
手
に
対
す
る
「
機
構
集
積
協
力
金
」

を
活
用
し
て
農
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る
な
ど
、
制

度
の
運
用
を
本
格
化
さ
せ
、
担
い
手
へ
の
土
地
の
集

積
を
図
り
ま
す
。

●
糖
業
振
興

　
平
成
24
～
26
年
の
３
カ
年
の
台
風
襲
来
や
病
害
虫

の
影
響
も
あ
り
、
作
付
面
積
、
収
量
共
に
向
上
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
さ
と
う
き
び
増
産
基
金
事
業

に
よ
る
き
び
苗
及
び
植
付
資
材(

肥
料
・
除
草
剤
な

ど)

へ
の
助
成
を
行
い
、
春
・
夏
植
え
の
推
進
を
よ

り
強
化
す
る
と
と
も
に
引
き
続
き
、
緑
肥
・
病
害
虫

防
除
へ
の
助
成
も
行
い
、
収
穫
量
の
回
復
を
図
り
ま

す
。　
　
　
　

　
ま
た
、ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
営
農
集
団
育
成
の
た
め
に
、

各
種
の
研
修
会
を
開
催
し
組
織
体
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
機
能
向
上
へ
の
助
成
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
反
収
向
上
の
た
め
に
、
優
良
種
苗
の
提
供・

欠
株
捕
植
の
奨
励
な
ど
、
多
面
的
に
施
策
を
講
じ
ま

す
。

●
園
芸
振
興

　
平
成
27
年
度
末
の
国
営
徳
之
島
用
水
農
業
水
利
事

業(
徳
之
島
ダ
ム)

の
一
部
通
水
開
始
に
合
わ
せ
、

「
徳
之
島
地
域
畑
地
か
ん
が
い
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
水
利
用
効
果
の
高
い
品
目
の
選
定
と
推
進

を
行
い
ま
す
。

　
基
幹
品
目
で
あ
る
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、
新
機
能
を
備

え
た
選
果
機
を
活
用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
名
に
恥
じ
な
い

品
質
の
向
上
と
単
収
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

輪
作
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
春
期
以
降
の
落
花

生
、
ゴ
マ
栽
培
を
推
奨
し
、
所
得
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。

そ
の
他
、
に
ん
じ
ん
・
カ
ボ
チ
ャ
等
に
つ
い
て
も
、

重
点
品
目
と
し
て
面
積
を
維
持
し
な
が
ら
生
産
拡
大

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

施
設
園
芸
に
関
し
て
は
、「
農
業
創
出
緊
急
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
防
風
効
果
の
高
い
平
張
り
ハ
ウ
ス

導
入
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
基
盤
で
あ
る

土
作
り
に
関
し
て
は
、「
強
い
農
業
作
り
交
付
金
事

業
」
を
活
用
し
、
土
壌
分
析
を
元
に
し
た
堆
肥
施
肥

を
推
奨
し
ま
す
。
同
時
に
土
壌
分
析
を
徹
底
し
、
基

本
的
な
土
作
り
を
全
て
の
農
家
に
奨
励
し
、
実
践
し

て
頂
き
ま
す
。

●
畜
産
振
興

　

子
牛
価
格
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
と
い
う

市
場
状
況
を
反
映
し
て
、
伊
仙
町
で
は
飼
養
戸
数

４
３
３
戸
、
繁
殖
雌
牛
３
，
０
１
５
頭
と
群
島
内
最

大
飼
養
頭
数
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
飼
養
頭
数
の
確

保
や
、生
産
牛
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

優
良
素
牛
事
業
の
導
入
に
よ
る
血
統
改
善
や
子
牛
の

管
理
を
徹
底
さ
せ
ま
す
。
ま
た
品
質
の
良
い
飼
料
作

り
に
取
り
組
む
た
め
、
粗
飼
料
生
産
を
奨
励
し
、
よ

り
良
い
経
営
感
覚
を
持
つ
畜
産
農
家
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
再
開
し
た
「
伊
仙
町
家
畜

導
入
事
業(

町
有
牛)

」
を
継
続
し
て
行
い
、
飼
養

戸
数
・
頭
数
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
時
宜
に
適
っ
た
情
報
提
供
、
技
術
向
上

の
た
め
の
研
修
会
を
増
や
し
、
畜
産
共
進
会
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
す
な
ど
、
畜
産
振
興
へ
の
機
運
を

よ
り
高
め
る
施
策
を
講
じ
ま
す
。

●
販
路
開
拓
と
付
加
価
値
化

　
「
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
」
を
最
大

限
に
活
用
し
、
赤
土
ば
れ
い
し
ょ
：
鹿
児
島
ブ
ラ
ン

ド
「
春
一
番
」
等
の
流
通
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
農
家

の
所
得
増
を
図
り
ま
す
。
同
時
に
直
売
所
百
菜
を
拠

点
と
し
て
、
本
町
農
畜
産
品
の
島
内
外
へ
の
発
信
力

を
強
め
、
よ
り
多
く
の
品
目
の
販
路
開
拓
を
目
指
し

ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
完
成
し
、
26
年
度
か
ら
稼
働
を
開

始
し
た
「
伊
仙
町
特
産
品
加
工
工
房
」
に
つ
い
て
は
、

管
理
・
運
営
を
委
託
し
た
指
定
管
理
者
と
の
連
携
に

よ
り
、
現
在
、
製
造
・
販
売
中
の
「
純
黒
糖
」
や
新

た
な
特
産
品
の
開
発
・
製
造
に
よ
る
町
の
産
業
振
興

及
び
地
域
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
運
の
高
ま
り
を
追
い
風
に
、
農
商

工
連
携
と
６
次
産
業
化
を
引
き
続
き
推
進
し
、
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
販
売
手
法
を
探
り
ま

す
。

●
食
育
・
地
産
地
消
の
推
進

　
保
健
セ
ン
タ
ー
や
ほ
ー
ら
い
館
、
直
売
所
百
菜
と

連
携
し
、
病
院
、
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
伊
仙
町
農

畜
産
物
の
利
用
拡
大
を
図
る
な
ど
、
各
世
代
に
促
し

た
食
育
と
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。
食
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
と
地
元
産
野
菜
や
果
物
、
特
産
品
の
消

費
を
推
進
し
、そ
の
効
能
を
町
内
外
へ
発
信
し
ま
す
。

●
水
産
業
・
林
業

　
水
産
業
に
関
し
て
は「
離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
直
売
所
百
菜
に
お
け
る
地
元

産
魚
介
類
の
宣
伝
・
販
売
に
よ
っ
て
、
漁
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　
林
業
に
関
し
て
は
、
松
く
い
虫
の
発
生
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
被
害
の
拡
大
防
止
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
対
策

　
近
年
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
等
に
よ
る
農
産
物
被
害

が
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
集
落
住
民
と
の

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
侵
入
防
護

柵
の
設
置
、
捕
獲
従
事
者
の
育
成
確
保
、
猟
友
会
に

対
す
る
国
か
ら
の
補
助
を
増
額
す
る
等
、
被
害
の
防

止
に
努
め
、
安
定
し
た
農
作
物
の
栽
培
環
境
を
整
え

ま
す
。

●
農
業
農
村
整
備
事
業

　
今
年
度
も
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を
推
進
し
、
農

作
業
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管

理
機
構
制
度
等
を
利
用
し
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集

積
を
進
め
集
落
営
農
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
り
ま

す
。

　
徳
之
島
ダ
ム
通
水
後
に
向
け
て
現
在
、
徳
之
島
地

域
営
農
推
進
本
部
で
収
益
性
の
高
い
作
物
を
検
討
し

て
お
り
、
水
を
利
用
し
た
施
設
農
業
に
対
応
す
べ
く

畑
地
か
ん
が
い
事
業
を
推
進
し
農
業
生
産
額
50
億
円

達
成
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
よ
り
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
事
業
に
よ
り
伊
仙
中
部
地
区
農
業
水
利
施
設

（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
）
の
改
修
を
実
施
し
、
併
せ
て

伊
仙
東
部
・
中
部
・
西
部
ダ
ム
の
耐
震
性
調
査
を
行

い
順
次
、老
朽
施
設
の
改
修
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
化
等
の
進
行
を
ふ
ま
え
て
集
落
営
農
を
支
え
る

体
制
強
化
と
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
収
納
対
策
に
つ
い
て
は
）

　
昨
年
は
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
さ
と
う
き
び
の

不
作
、
又
、
馬
鈴
薯
の
価
格
低
迷
に
よ
り
所
得
の
向

上
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
町
税
滞

納
の
解
消
は
、
税
負
担
の
公
平
性
の
面
か
ら
も
重
要

で
あ
り
今
後
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
毅
然
と
し
た
収

納
対
策
に
よ
る
収
納
向
上
と
税
収
入
未
済
額
の
圧
縮

を
目
ざ
し
て
い
く
と
共
に
、
未
納
者
に
対
す
る
夜
間

徴
収
・
個
人
資
産
の
差
押
え
の
実
施
・
平
成
27
年
度

課
税
分
よ
り
延
滞
金
を
課
す
る
な
ど
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

３
．「
世
界
自
然
遺
産
・
定
住
促
進
に
取
り
組
み
、

交
流
人
口
を
増
や
す
ま
ち
」

　
日
本
の
地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
の
波
は
、
地
域

の
自
治
力
低
下
お
よ
び
自
主
財
源
の
減
少
に
直
結

し
、
地
域
自
治
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
定

住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
政
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
現
状
で
は
観
光
客
の
受
入
態
勢
や
整
備

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
伊
仙
町
内
に
あ

る
拠
点
施
設
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
島
内
か
ら
交
流

人
口
の
受
け
入
れ
は
も
と
よ
り
、
島
外
か
ら
の
観
光

客
も
視
野
に
い
れ
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て
は
）

　
平
成
25
年
に
「
奄
美
・
琉
球
」
が
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
国
内
暫
定
リ
ス
ト
入
り
し
、
奄
美
大
島
、
徳

之
島
、
沖
縄
県
や
ん
ば
る
地
域
、
西
表
島
の
４
地
域

が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。　
ま
た
、
環

境
省
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
国
立
公
園
へ
の

指
定
に
加
え
、
各
種
関
係
団
体
と
も
連
携
し
て
、
自

然
保
護
の
啓
発
及
び
登
録
推
進
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。

　
ま
た
、
飼
い
猫
条
例
や
ポ
イ
捨
て
条
例
な
ど
の
自

然
保
護
や
保
全
に
関
す
る
条
例
の
見
直
し
を
図
り
、

住
民
の
環
境
配
慮
や
モ
ラ
ル
の
向
上
を
目
指
す
た
め

の
啓
発
活
動
を
活
発
に
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育

委
員
会
や
学
校
と
も
連
携
し
た
環
境
教
育
の
充
実
や
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　平成 27年 4月 1日から図書室の開
館時間を変更いたしました。
　期間は，平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月
31日まで伊仙町中央公民館内にあります図書室を，
月曜日から金曜日の午前 9 時から午後 7 時まで開
館いたします。
　土曜日は，午前 9 時から
午後 5 時までとなっており，
日曜祝日は休館日となってお
ります。

中央公民館からのお知らせ

新しい図書司書の
ご紹介
　さらに使いやすい図書室
作りに取り組んでまいりま
す。ぜひみなさんも図書室
にお立ち寄りください。

伊仙町新規採用職員の紹介
平成27年4月1日に
採用された職員を紹介します。

　町民の方々のご意見を一番に考
え，日々努力を欠かさず一つでも多
くの業務を成功させたいと思います。
よろしくお願いします。 　健康長寿と癒しのまちを目

標にこころと身体の健康増進
に努めます。

　色々な業務に関わり，多くの経験と知識を身につ
け少しでも地方創生のお手伝いができるような職
員になりたいと思います。また，子供たちに日 「々何
をすべきか自分の頭で考え，行動し，今を一生懸
命生きなさい。」と言っているので，親として，ま
た社会人として立派な後ろ姿を示せる母になりたい
と思います。

耕
地
課

大
倉
　
一
真
（
27
歳
）

保
健
セ
ン
タ
ー

清
　
愛
由
美
（
32
歳
）

税務課
窪田　江梨香（31歳）

講
師
派
遣
な
ど
を
行
い
、
自
然
を
活
用
し
た
教
育
の

在
り
方
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
伊
仙
町
の
町
並
み
を
美

し
く
保
つ
た
め
に
、
景
観
や
美
化
活
動
に
も
継
続
的

な
支
援
や
関
係
団
体
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図

り
、
奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の

問
題
解
決
へ
努
め
ま
す
。

（
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
）

　
「
伊
仙
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を
基
に

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町
営
住
宅
の
空
き
室

待
機
者
は
、
50
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
26

年
度
の
馬
根
団
地
は
騒
音
の
苦
情
対
策
と
し
て
一
戸

建
て
住
宅
を
５
戸
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
喜

念
団
地
を
整
備
す
る
た
め
の
用
地
購
入
と
設
計
を
行

い
平
成
28
年
度
に
整
備
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
は
、
こ
の
整
備
計
画
の
見
直
し
順
次
計
画
に

沿
っ
て
整
備
し
ま
す
。
こ
の
立
て
替
え
工
事
に
併
行

し
て
、
既
存
住
宅
の
整
備
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
町
の
空
き
家
対
策
と
し
て
、
平
成
24

年
度
よ
り
「
伊
仙
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
導
入

し
、
町
内
賃
貸
物
件
の
公
開
及
び
貸
借
の
仲
介
を

行
っ
て
い
て
、こ
れ
ま
で
７
件
が
成
約
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
町
内
の
空
き
家
情
報
を
集
約
し
、
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
を
増
加
さ
せ
、
定
住
希
望
者

に
提
供
で
き
る
住
宅
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
は
、
駐
在
員
の
協
力
に
よ
る
全
集

落
の
空
き
家
調
査
を
実
施
し
、
１
０
６
件
の
空
き
家

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
空
き
家
を
有
効
活
用
し
定
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
家
主
や
関
係
者
へ
交
渉
を

行
い
、
１
件
で
も
多
く
の
空
き
家
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
検
福
集
落
の
空
き
家
を
改
修
し
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
「
あ
む
と
ぅ
」
が
昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
国
の
「
過
疎
集
落
等
自
立

再
生
対
策
事
業
」
に
よ
り
改
修
が
行
わ
れ
、
開
業
後

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
集
落
の
方
で
管
理
運
営
し
、
島
外

か
ら
の
移
住
希
望
者
や
地
元
住
民
が
宿
泊
や
宴
会
、

そ
の
他
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
官
民
一
体

と
な
り
「
あ
む
と
ぅ
」
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
島
内

外
問
わ
ず
お
客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
交

流
人
口
増
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
更
な
る
展
開
と
し
て
、
移
住
希
望
者
に
伊
仙
町
の

良
さ
を
伝
え
る
場
と
し
て
「
あ
む
と
ぅ
」
や
農
家
民

泊
に
宿
泊
し
て
も
ら
い
、
将
来
的
に
移
住
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
、
空
き
家
等

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
の
基
本
的
な
指
針
が
示
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て

も
こ
の
指
針
の
も
と
、
町
内
空
き
家
の
整
備
を
進
め

る
所
存
で
す
。

（
企
業
誘
致
・
商
工
に
つ
い
て
は
）

　

昨
年
は
、
消
費
者
の
町
外
流
出
防
止
策
と
し
て
、

誘
致
に
努
め
て
き
た
Ａ
コ
ー
プ
伊
仙
店
が
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
で
、
町
内
の
活
性
化
・
雇
用
の
確
保
へ
と

繋
が
り
さ
ら
に
、
平
成
28
年
４
月
伊
仙
工
場
開
業
を

目
指
し
日
本
マ
ル
コ
株
式
会
社
の
誘
致
に
努
め
て
お

り
、
町
内
出
身
者
を
中
心
に
１
０
０
人
規
模
の
雇
用

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
組
織
の

運
営
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
の
運
営
補
助
や
購
買

者
の
町
外
流
出
を
抑
制
し
、
購
買
意
欲
を
高
め
る
た

め
20
％
プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券
発
行
を
地
方
創
生
先

行
型
と
し
て
実
施
し
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

（
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
）

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
消
費
生
活
相
談
窓
口
の

機
能
を
維
持
し
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

を
継
続
し
て
行
い
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
）

　
平
成
25
年
度
よ
り
３
カ
年
計
画
で
観
光
地
連
携
整

備
事
業
を
実
施
し
犬
田
布
岬
施
設
内
園
路
及
び
安
全

柵
の
改
修
・
休
憩
施
設
の
改
修
に
着
手
し
、
観
光
客

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
休
憩
施
設
の
改

修
に
伴
い
、戦
艦
大
和
の
資
料
を
休
憩
室
に
展
示
し
、

観
光
客
の
集
客
を
図
り
ま
す
。

（
町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
）

　
わ
が
伊
仙
町
の
産
業
・
経
済
の
重
要
な
社
会
基
盤

で
あ
る
町
道
は
、
民
家
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
総
延
長
が
３
２
７
㎞
と
長
く
、
そ
の
殆
ど
が

一
部
ま
た
は
全
部
の
補
修
工
事
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。	

　
平
成
26
年
度
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に

お
い
て
は
、
伊
仙
馬
根
線
の
用
地
買
収
・
用
地
境
界

測
量
及
び	
建
物
移
転
補
償
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

第
二
西
下
線
は
終
点
部
の
農
免
道
路
ま
で
の
改
良
工

事
及
び
舗
装
工
事
行
い
、残
り
の
舗
装
工
事（
１
７
６

ｍ
）
で
完
了
と
な
り
ま
す
。
伊
仙
馬
根
線
は
、
平
成

27
年
度
引
き
続
き
改
良
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備

交
付
金
に
お
い
て
は
、
町
道
鹿
浦
線
・
町
道
東
伊
仙

東
線
・
町
道
穴
川
前
泊
線
の
舗
装
補
修
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
お
い
て
も
、
町
道
面
縄
中
山
線
外
４
路

線
の
舗
装
補
修
工
事
を
計
画
し
、
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
町
道
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
次
年
度
ご
と
に
老
朽
化
の
著
し
い
道
路
か
ら

順
次
整
備
を
計
画
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
過
疎
対
策
事
業
で
は
、
中
伊
仙
線
の

側
溝
敷
設
換
え
工
事
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
今
年

度
も
県
道
へ
向
け
同
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
基
金
繰
入
事
業
に
お
い
て
は
、
町
道

大
郷
線
・
町
道
古
里
西
伊
仙
線
・
町
道
西
目
手
久
喜

念
線
・
町
道
阿
権
島
権
線
・
町
道
西
ハ
ン
タ
坂
水
線

の
舗
装
工
事
行
い
ま
し
た
。

（
橋
梁
の
整
備
に
つ
い
て
は
）	

	

　
橋
梁
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
橋
梁

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
調
査
結
果
で
最
も
危
険

で
あ
る
と
さ
れ
る
第
二
鹿
浦
橋
の
架
け
替
え
を
前
提

と
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
及
び
設
計
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
に
架
け
替
え
工
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
橋
梁
は
５
年
ご
と
に
点
検
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
こ
の
点
検
結
果
に
基
づ
き
補
修
及
び
架
け

替
え
工
事
を
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
港
湾
の
整
備
に
つ
い
て
は
）

　
港
湾
事
業
に
於
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
～
24
年
度

に
行
っ
た
長
寿
命
化
計
画
策
定
結
果
に
基
づ
い
て
行

い
ま
す
、
ま
た
面
縄
港
の
港
湾
海
岸
保
全
施
設
長
寿

命
化
策
定
業
務
に
て
、
防
潮
堤
２
２
９
ｍ
を
調
査
い

た
し
ま
す
。

（
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
は
）

　
水
道
事
業
は
、
水
質
改
善
・
安
定
し
た
水
の
供
給

が
最
大
の
課
題
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
平
成
20
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
西
部
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
配
水

管
布
設
替
工
事
、
又
、
水
質
改
善
に
向
け
て
老
朽
化

し
た
河
地
浄
水
場
の
整
備
、杉
原
川
原
水
の
整
備
も
、

平
成
26
年
度
に
は
、
ほ
ぼ
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
西
部
地
区
は
安
定
し
た
水
の
供
給
・
水

質
改
善
が
期
待
で
き
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。又
、

東
部
地
区
簡
易
水
道
事
業
面
縄
地
区
か
ら
喜
念
地
区

の
老
朽
管
の
更
新
事
業
、
又
、
面
縄
浄
水
場
の
新
設

工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
東
部
地

区
も
安
定
し
た
水
の
供
給
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
東
部
地
区
・
西
部
地
区
の
事
業
完
了
後
に
は
、
東

部
・
西
部
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
易
水
道
特
別
会
計
を

上
水
道
事
業
会
計
へ
の
統
合
も
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
統
合
に
向
け
て
準
備
を
始
め
ま
す
。

な
お
、
中
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画
を
立
て

水
量
水
圧
不
足
地
区
の
発
生
防
止
、
基
幹
本
管
の
整

備
な
ど
を
実
施
し
、安
定
供
給
の
堅
持
を
図
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、「
そ
の
事
業
に
伴
う
収
入
に
よ
っ

て
そ
の
経
費
を
賄
い
、
自
立
性
を
持
っ
て
事
業
を
継

続
し
て
い
く
」
独
立
採
算
制
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
貴
重
な
水
資
源
の
有
効
利
用
と
事
業
運
営
に
必
要

な
電
力
の
消
費
に
係
る
電
気
料
金
や
薬
品
等
の
経
費

の
節
減
を
図
る
た
め
、
漏
水
箇
所
の
早
期
修
繕
を
行

う
な
ど
の
措
置
を
講
じ
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
需
要
者
の
水
道
水
に
対
し
て
の
ニ
ー
ズ
は
、
高

度
な
要
求
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
施
設
・
管

路
の
更
新
に
多
く
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
長
期
的
な
更
新
計
画
と
財
政
収
支
見
通

し
の
も
と
で
、
水
道
使
用
料
金
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
将
来
負
担
を
先
送
り
し
な
い
よ
う
に
徴
収
対

策
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
経
営
の
健
全
化
を
図
り
な

が
ら
町
民
の
皆
様
に
「
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供

給
」
に
努
め
ま
す
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
町
政
運
営
の
所
信
の
一
端
と
施
策
に
つ
い

て
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
第
５
次
伊
仙
町
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、「
雇

用
・
定
住
・
所
得
増
に
挑
戦
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
伊

仙
（
ま
ち
）」
の
実
現
と
１
０
０
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
現
に
向
け
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、長
期
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
た
上
で
、様
々

な
財
源
を
調
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
財
政
を
維

持
し
つ
つ
、
全
力
を
傾
注
し
て
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
町
行

政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
３
月
10
日

伊
仙
町
長　
大
久
保　
明

町本まりあさん
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児童手当について
　児童手当は，15 歳まで（中学校修了の 3 月 31 日まで）の児童を養育する方に，次代の社会を担う子どもの健やかな
成長を支援するために支給される手当です。（ 施設入所等児童を除く。）
※児童手当の申請を忘れていませんか。
◎手続きの方法は…申請は，出生や転入から 15 日以内に
　児童手当は，原則，申請した月の翌月分からの支給となりますが，出生日や転入した日（異動日）が月末に近い場合，
申請日が翌月になっても異動日の翌日から 15 日以内であれば，申請月分から支給します。
　申請が遅れると，原則，遅れた月分の手当を受けられなくなりますので，ご注意ください。
※公務員の場合は，勤務先での手続きとなります。

児童手当制度のご案内

◎　認定請求に必要なもの
1　印鑑　（シャチハタ不可）
2　請求者名義の口座（預金通帳の写し）
3　請求者が被用者（会社員など）の場合，健
　康保険証の写し
4　所得証明書（児童手当用）
5　その他（転入の場合）
　●　前住所地の児童手当用所得証明書
　●　単身赴任等（児童と別居）の場合，児
　　童全員の住民票謄本

伊仙町　町民生活課　児童手当係

◎　支給額
支給対象者 手当の額　（1 人当たり月額）
3 歳未満 一律 15，000 円

3 歳以上小学校修了前 10，000 円
（第 3 子以降は 15，000 円）

中学生 一律 10，000 円
所得制限のあった者 一律 5，000 円

※　児童手当では，満 18 歳までを児童としてカウントし
　ます。
※　「第 3 子以降」とは，高校卒業まで養育している児童
　のうち，3 番目以降をいいます。

◎　認定後に下記の 1~9 に該当する場合は，手続き（申請）
　が必要になります。

1　新たに出生の場合
2　町外に転出される場合
3　対象児童が就学等のため，町外に転出する場合
4　受給者及び児童の氏名変更等の場合
5　受給者本人が，単身赴任により転出する場合
6　児童を養育しなくなった場合や児童が亡くなった場合
7　対象児童が児童福祉施設等へ入所した場合
8　手当を受ける人が公務員になった場合
9　口座の氏名 及び番号等の変更の場合

◎　現況届について
　受給資格者は，毎年 6 月 1 日から 6 月 30
日までの間に，前年の所得の状況等を市町村長
に提出しなければならない。（ 法 26 条 1 項及
び 2 項）
　現況届は，その年の 5 月分まで受給してい
た受給者は，提出が義務づけられており，仮に，
6 月以降に受給資格が消滅すると思われる場合
であっても提出が必要です。
※ 5 月 31 日までに受給資格が喪失（予定）の
者は，提出の必要はない。
※ 5 月に認定請求をし，認定されて，6 月分か
ら支給開始となる場合は，提出は不要。

（自主納付）
　町税及び国民健康保険税は，定められた期限（納期限）まで
に，納税者の皆様に自主的に納めていただくものです。伊仙町
では，この納税本来の姿である自主納税を推進しています。

（町税の滞納と延滞金）
　納期限までに納税しないことを滞納といいます。納期限まで
に納めた方との公平を保つため，税額のほかに督促手数料や平
成 27 年度からは延滞金も納めてもらうことになります。

（延滞金とは）
　納める税額に納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ，
年 9.1% の割合（納期限の翌日から 1ヶ月を過ぎる日までは，
2.8%）を乗じて計算した金額です。

（延滞金の計算式）
1. 納期限の翌日から1 か月以内に納付（納入）された場合
　延滞金額 = 滞納税額×延滞金の割合×日数÷ 365
2. 納期限の翌日から1 か月を超えて納付（納入）された場合
　延滞金額 =上記 1+（滞納税額×延滞金の割合× 1 か月経過
後の日数÷ 365）

（注　意）
①　滞納額が 2，000 円未満であるときは，延滞金はかかりま
　せん。
②　滞納税額に 1，000 円未満の端数があるときは，計算の
　際その端数を切り捨てます。
③　算出した延滞金額が 1，000 円未満であるときは，延滞金
　はかかりません。
④　算出し延滞金額に 100 円未満の端数があるときは，これ
　を切り捨てます。

（延滞金の計算例）
　平成 27 年度国民健康保険税の第 1 期（平成 27 年 7 月 31 日
納期限）100，000 円を，平成 28 年 3 月 31 日納付した場合
の延滞金の計算は，以下のとおりです。

（100，000 円× 2.8% × 30 日÷365 日）+（100，000 円× 9.1%
× 210 日÷ 365）=5，465 円
納付すべき延滞金は，5，400 円です（100 円未満切り捨て）。
町税・国民健康保険税は納期限内に必ず納めてください。
連絡先　大島郡伊仙町伊仙 1842 番地
　　　　伊仙町役場税務課　収納係　電話 0997-86-3111

平成 27 年度～延滞金について
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平成 27 年 4 月 1 日より，伊仙町歴史民俗資料館の入館が有料となりました。
来館者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
資料館の展示を観覧する際には，

区分 入館料（消費税込）
個人 団体（20 名以上 1 名につき）

一般 200 円 150 円
高校・大学生 100 円 70 円

小中学生 50 円 30 円
以上の，料金が必要となります。

携帯電話からの登録方法
1.　下記の URL に空メールを送りましょう。
　※　空メール送信の方法については，お持
　　ちの携帯電話の説明書に従って下さい。

bousai.isen-town@raiden.ktaiwork.jp

2.　数分以内に登録用 URL が記載されたメー
　ルが届きますので，URL をクリックし本登
　録へ進んで下さい。
3.　ユーザー情報登録にて配信情報を選択し，
　次へを押します。設定内容の確認画面にて
　登録を押し，登録完了です。

伊仙町歴史民俗資料館の入館が有料となります。

伊仙町防災情報メール

学校の授業等で利用される場合は入
館料が免除となりますので，
事前にご連絡ください。

問い合わせ先：伊仙町歴史民俗資料館　Tel:0997-86-4183 

携帯電話等で情報を受け取るシステムです！

防災防犯情報（必ず受け取れます）
●避難勧告●土砂災害情報●不審者情
報●消費者保護情報
●行方不明者情報●通行止め情報●感
染症情報　など

一般情報（次の中からいくつも選べます）
●農林漁業情報（農業・畜産・林業・漁業等）●生活環
境情報（断水・ゴミ・ペット・ハブ等）●子育て支援情
報（子どもの健診・予防接種・保育所入所申請等）●介
護福祉情報（障がい福祉・高齢者福祉等）●健康づくり
に関する情報（保険証・医療等）●各種イベント情報（お
祭り・講演・講話等）●各種相談所開設情報（年金相談・
心配事相談等）●各種月間・週間情報●その他情報（選挙・
議会・採用試験等）

　伊仙町では，新たな情報伝達手段として，携
帯電話，パソコンへ電子メールで，町からの様々
な情報を配信する「伊仙町防災情報メール」の運
用を開始します。
　「伊仙町防災情報メール」にご登録いただくと，
防災情報をはじめとした，町からの情報を迅速に
受け取れるようになります。
　使用料は無料ですが，メール 1 通あたり 1~2
円のパケット通信料がかかります。
　登録方法は右の「登録手順」を参照ください。

利用登録の注意点
※迷惑メール対策をしている場合は
メールを受け取れない場合がありま
す。
@raiden.ktaiwork.jp からのメール
を受信可能なように設定してくださ
い。

お問い合わせ　総務課　消防係　TEL:0997-86-3111

登 録 手 順
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　所得が少ないときや失業などにより保険料が納めることができない場合には，本人の申請によって，
保険料の納付が免除される制度があります。

①　免除　（全額免除・一部免除）申請
　　本人，配偶者，世帯主それぞれの前年所得が一定以下の場合や，失業等の事由がある場合に，
　保険料が全額免除または一部免除となります。

②　若年者納付猶予申請
　　30 歳未満の方で，本人，配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に，納付が猶予され
　ます。

③　学生納付特例申請
　　学生の方で本人の前年所得が一定以下の場合に，納付が猶予されます。
　　※付加年金または国民年金基金に加入中の場合，免除等が承認されると脱退となります。

■　過去 2 年まで遡って免除申請ができます
　　一定の将来期間のほか，過去 2 年（申請月の 2 年 1 ヶ月前の月分）まで遡って免除を申請できます。
　　ただし，申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありま
　すので，すみやかに申請してください。

■　納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

納付 全額免除 一部免除 若年者納付猶予
（学生納付特例） 未納

老齢・障害・遺族基礎年金の
受給資格期間に… 含まれる 含まれる 含まれる

（注 2） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金額の計算に… 含まれる 含まれる
（注 1）

含まれる
（注 1，2） 含まれない 含まれない

( 注 1)　保険料を納めた場合と比べて，受け取る年金額が以下のとおりとなります。
　　　　（平成 21 年 4 月以降の免除期間）

・全額免除の場合…2 分の 1
・4 分の 3 免除の場合…8 分の 5
・半額免除の場合…4 分の 3
・4 分の 3 免除の場合…8 分の 7

( 注 2)　一般免除については，減額された保険料を納めないと
　　　　「未納」と同等の扱いとなります。

国民年金保険料の免除制度があります。

お問い合わせ先　伊仙町役場　町民生活課　国民年金係　86-3111（内線）52
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国定公園内での行為について
~ 国定公園内での開発行為等については，手続きが必要です ~
　奄美群島地域は，自然の風景地を保護するとともに，その利用促進を図り，国民・県民の保健・休養・
教化に資することを目的とした国定公園を有します。国定公園内において，次のような開発行為を行う
場合は，事前に県知事への許可申請・届出の手続きが必要となります。

国定公園内での開発行為等については手続きが必要です。

〇　違反行為について
　　自然公園法の規定
　に違反しての行為や
　無許可での行為等に
　ついては罰則が設け
　られています。

〇　手続きの必要な行為（一例）
・工作物（建築物を含む）の新築・改装・増築
・木材の伐採
・広告物の提出（案内版等を含む）
・開墾・土地の形状変更
・鉱物や土石の採取
・屋根・壁面の色彩の変更
・環境大臣が指定する植物の採取又は損傷　等

〇　許可申請・届出の手続き
⑴　申請・届出の様式
　　様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームペー
　ジに記載されています。
⑵　標準的な処理期間
　　通常約 1 カ月を必要とします。（書類に不備があった場合の補
　正の期間は除く）
⑶　注意事項
　　行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより，手
　続き等に違いがあること，また，行為の場所や内容によっては，
　許可が出来ない場合もあることから，事前に大島支庁総務企画
　課もしくは関係市町村役場に御相談ください。
●　奄美群島国定公園では，採取又は損傷を行う場合に許可が必
　要な植物として環境大臣が指定している植物が 84 種（イソマツ，
　ミズガンピ，ヒカゲヘゴ等）あります。国定公園内で植物を採
　取される場合は，その植物が指定種に該当しないか事前に大島
　支庁総務企画課もしくは関係市町村役場に御確認ください。
●　自分の所有地でも，国定公園内での行為においては，手続き
　が必要となります。

〇　お問い合わせ先
　　大島支庁総務企画課　商工観光係　　電話　０９９７－５７－７２１５
　　行為地の市町村役場　伊仙町企画課　電話　０９９７－８６－３１１１
〇　許可申請書の提出先
　　行為地の市町村役場　〒 891-8293　鹿児島県大島郡伊仙町伊仙 1842　伊仙町企画課宛
〇　県のホームページ（検索方法）
　　鹿児島県庁ホームページ→くらし・環境→環境保全・自然保護→行為許可申請書・届出書様式

　伊仙町敬老年金支給条例は，昭和 46 年 4 月 1 日に公布され，目的として，「永年にわたり社会のため
に貢献した高齢者の長寿を祝福するとともに，敬老の意を表するため敬老年金を支給する」と謳われて
おりますが，町財政が逼迫してきたこともあり，3 月の定例議会において条例改正を行いました。
　財政が厳しい現状下であり，苦しみの伴う敬老祝い金の減額で，高齢者の皆様方への生きがい対策の
後退にもとれますが，町民の皆様にご理解をいただきたいと思います。なお，改正の内容は下の表のと
おりです。
　何卒，ご理解・ご協力の程，お願い申し上げます。

平成２7 年度から敬老祝金の支給年齢が変わりました。

平成 27 年度から

本町に 1 年以上居住する見込みで，
その年度に次の年齢になるもので 8
月 1 日に生存する者

年　齢 支給金額
90 歳〜 99 歳 年額 10，000 円
100 歳〜 110 歳 年額 50，000 円
111 歳以上 年額 360，000 円

お問い合わせ先：保健福祉課　敬老祝金係　86-3111( 代 )

改
正
後

平成 24 年度から

本町に 1 年以上居住し，その年度に
次の年齢になるもので，9 月 1 日に
生存する者

年　齢 支給金額
85 歳 年額 10，000 円
88 歳 年額 10，000 円
90 歳〜 99 歳 年額 10，000 円
100 歳〜 110 歳 年額 80，000 円
111 歳以上 年額 360，000 円

　支給に関しましては，8
月 1 日に生存する者に対し
8 月から 9 月の間に支給す
る予定です。
　対象者には「ハガキ」で
ご案内します。
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　平成 26年 9月 3日に，日本の人口の現状と将来の姿を示し，今後目指すべき将来の方向を提示する
「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（長期ビジョン）」及びこれを実現するため，今後 5か年の目標
や施策や基本的な方向を提示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略（総合戦略）」がとりまとめられ，
閣議決定されました。
　それに先立ち大久保町長は，8 月 27 日に総理大
臣官邸で行われた第 2 回「まち・ひと・しごと創生
に関する有識者懇談会」に出席し，わが伊仙町の健
康増進政策・子育て政策・定住促進と地域雇用創出
そして，人口減を防ぐためには小規模校をどんなこ
とがあっても存続し，ひとを町内にバランスよく配
置することが重要だと，これまでの政策とこれから
の伊仙町へ対する熱意を発表されました。

　11 月 3 日には，自民党地方創生実行統合本部より河村建夫本
部長，金子万寿夫本部長補佐，福井照事務局長が徳之島へ来島
され，ほーらい館で伊仙町の母親代表　中　佐奈枝さん，基山
美奈子さん，松岡由紀さんらと意見交換され河村本部長は，「社
会全体で子どもを大事にして育てようとの気運，安心感が非常
に大きな力に。ハード・ソフト両面も考えた少子化対策，仕事
をどうするかも含めた組み合わせが大事。大きなヒントを得た。
提案していきたい」などと意見を述べられました。

　3 月 7 日（土）には，自民党本部で「地方創生」をテーマに
した政策シンポジウムに大久保町長がパネリストとして参加さ
れ「『子宝の島・伊仙』から少子化対策を考える」と題し，我
が町の取り組みを紹介しました。 

「学校の統合をせず，大規模校から小規模校に子どもたちを分
散させることで，町内の中心地への人口一極集中を是正させる」
取り組みを実施。同時に，町営住宅を小規模校の近くに作るこ
とで子育て世代の居住を推進するなどした結果，子どもが増え
た小規模校地区の高齢者たちが元気になるなど相乗効果が生ま
れていることなどを報告。さらに元気な高齢者たちは「敬老祝
い金」を減らして子どもたちに回す町の考えに賛同してくれたため，子育て支援への予算配分を増やす事がで
きたことなどを紹介。
　石破茂地方創生担当大臣は「まち・ひと・しごと『総合ビジョン』と『長期ビジョン』ならびに地域再生計
画について」をテーマに講演し，集った党員らに「こういう取り組みを全国に広めたい」とパネリストたちの
発表内容を賞賛。伊仙町の取り組みについては「高齢者に，敬老祝い金を下げて子どもたちに充てないか，と
言える町長がいる。『これで本当にいいのか』と語れる町長がいることで，新しい何かが生まれる」などと評価
しました。
　最後に地方創生は，まだ模索中の政策です，住民一人一人がアイディアを出し合い完成させることが，
今後の地方の取り組みとして，国が期待しておるところです。
　町民の皆様の柔軟なご意見，ご発想を役場企画課までお願いいたします。
そして，大久保町長に代弁していただき，共に伊仙町から国へこの政策のモデルとなるよう発信してい
きましょう。

わが町の地方創生への取り組み

広　報　い　せ　ん 平成27年5月（316）（15）



広　報　い　せ　ん平成27年5月（316） （16）

お
誕
生
お
め
で
と
う(

敬
称
略)

戸
籍
の
窓

出
生
児

保
護
者

集
落
名

総人口=6,992
　男　=3,530
　女　=3,462
世　帯=3,545

人口の動き
（27年3月31日現在）

出　生=4
死　亡=12
転　入=57
転　出=115

わが町のアイドル募集 !
　本紙では「わが町のアイドル」と題して，わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて，写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
問い合せ先　伊仙町役場企画課　86-3111（内 24）
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姉弟喧嘩ばかりしないで
仲良く元気に育ってね♥
るー・てっちーままより

かず君、りゅう君♡
ママの子に生まれてきてくれて
ありがとう(^o^)
ずっとずっと大好きだよ。
これからもよろしくね♡

樺
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愛ちゃん
（3 歳 1ヶ月）

樺
かばやま

山 輝
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生くん
（1歳 4ヶ月）
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成くん
（４歳）
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りゅうのすけ

之介くん
（２歳）


